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　中世の豪族河野氏の足跡を色濃く残す「風早」と呼ばれる北条地域。独自の歴
史・文化を有し、鹿島や高縄山などの自然に恵まれた魅力あふれる同地域は、北
条・浅海・立岩・難波・正岡・河野・粟井の７地区で構成され、それぞれが個性豊か
な文化を育んでいます。

　中世から忽那水軍の拠点として繁栄し、島しょ部特有の豊かな自然や悠久の歴史
を育んでいる中島地域。中島・睦月・野忽那・怒和・津和地・二神の６島を中心に多
島美を誇る、かんきつ栽培に適した温暖な地域です。

・便利な行政サービスが受けられ
るようになって良かった
・ため池堤防の改修補強工事が
計画的に進んでいます

・各地域の特色あるまちづくりで
地域をよくしてほしい
・子どもの遊び場所を増やしてほ
しい
・高齢者が一人でも暮らしやすい
まちをつくってほしい

・農・水産業、リゾートでの島おこし
を期待しています
・離島、山間部地域の公共交通を
維持・確保してほしい

・医療機関通院時の運賃補助
が助かります
・かんきつのトップセールスを
継続してほしい
・人口減少への対策が必要
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お問い合わせは、企画政策課☎948-6943（風早レトロタウン構想・愛ランド里島構想＝坂の上の雲まちづくりチーム☎948-6991・6816）・ 共通934-1804へ

　

昭
和
33
年
の
旧
北
条
市
市
制
施

行
以
来
、
早
坂
暁
さ
ん
の
小
説

『
花
へ
ん
ろ
』
の
舞
台
と
な
る
な

ど
、
昭
和
と
と
も
に
発
展
し
た
北

条
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
再
び
取
り

戻
そ
う
と
、
平
成
25
年
３
月
「
風

早
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

構
想
で
は
、
鹿
島
か
ら
Ｊ
Ｒ
伊

予
北
条
駅
付
近
の
旧
北
条
市
中
心

部
を
「
中
核
エ
リ
ア
」
と
し
、

「
風
早
レ
ト
ロ
ま
つ
り
」
や
２
カ

　

中
島
地
域
を
含
む
本
市
の
有
人

９
島
を
舞
台
に
平
成
22
年
度
に
開

催
さ
れ
た
「
松
山
島
博
覧
会
（
し

ま
は
く
）
」
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
「
ま
つ

や
ま
里
島
ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
島
の
自
然
や
文

化
、
食
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
島

に
住
む
人
と
の
交
流
や
出
会
い
の

　

地
域
が
誇
る
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
宝
で

あ
る
鹿
島
で
は
、
渡
船
料
金
な
ど

を
減
免
す
る
社
会
実
験
や
博
物
展

示
館
（
か
し
ま
ー
る
）
の
改
修
、

自
然
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
、
48
回
目
を

迎
え
た
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
は
コ
ー

ス
を
市
中
心
部
か
ら
北
条
地
域

に
至
る
コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
制
限
時
間
も
６
時
間
に

拡
大
、
現
在
で
は
市
内
外
か
ら

定
員
を
上
回
る
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
沿
線
で
は
、

北
条
地
域
を
は
じ
め
多
く
の
住

民
が
コ
ー
ス
清
掃
や
給
水
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
。
全
国
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
キ

ン
グ
で
１
位
と
な
る
な
ど
、
全

国
に
誇
れ
る
市
民
マ
ラ
ソ
ン
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
島
町
時
代
か
ら
８

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
中
島
大
会
」
も
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
選
手
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
島
に
集
結

し
、
全
国
で
屈
指
の
歴
史
を
誇

る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
、
現
在
ま
で

に
「
紅
ま
ど
ん
な
」
、
「
カ
ラ

マ
ン
ダ
リ
ン
」
、
「
ぼ
っ
ち
ゃ

ん
島
あ
わ
び
」
、
「
瀬
戸
内
の

銀
鱗
煮
干
し
」
な
ど
８
品
目
を

認
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
ブ
ラ
ン
ド
品
は
市
長

に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
は

じ
め
首
都
圏
大
手
百
貨
店
と
連

携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
通
じ
て
認
知
度
向
上
や

販
路
開
拓
を
図
り
、
本
市
の
農

林
水
産
業
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
北

条
・
中
島
地
域
と
の
合
併
後
、

平
成
18
年
度
か
ら
、
高
品
質
で

安
全
・
安
心
で
生
産
者
の
商
品

に
対
す
る
「
想
い
」
が
込
め
ら

れ
た
松
山
産
の
農
林
水
産
物
な

ど
を
「
ま
つ
や
ま
農
林
水
産
物

　

島
に
住
む
人
に
と
っ
て
「
暮
ら

し
や
す
い
島
」
で
あ
り
、
ま
た
島

外
か
ら
も
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」

と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
よ
う
と
、
平
成
24
年
３
月
、

　

ま
た
合
併
建
設
計
画
で
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
促
進
エ

リ
ア
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
平
成

23
年
３
月
に
完
成
し
た
北
条
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27

年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
野
球
場

の
整
備
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
北
部

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
拠
点
の
充

実
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
愛
ラ
ン
ド
里
島
構
想
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
「
里
島
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や

農
・
水
産
物
の
販
路
拡
大
支
援
な

ど
を
通
じ
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
航
路
運
賃
補
助
な
ど
海
上
交

通
利
便
性
の
向
上
、
島
の
活
性
化

に
向
け
た
定
住
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

月
に
１
回
「
風
早
楽
市
」
の
開
催

な
ど
、
風
早
活
性
化
協
議
会
や
北

条
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

の
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
生
へ
の
か
ん

き
つ
収
穫
体
験
や
地
引
網
体
験
な

ど
、
青
少
年
が
島
の
自
然
や
文
化

を
体
感
で
き
る
取
り
組
み
が
積
極

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

穏
や
か
で
住
み
や
す
い
地
域

移
住
者
が
増
え
る
こ
と
に
期
待

篠原 成行さん
（風早活性化
協議会会長）

河野 五七男さん
（中島地区まちづくり

協議会会長）

　

合
併
時
、
存
続
の
危
機
を
迎

え
て
い
た
北
条
鹿
島
ま
つ
り
、

風
早
海
ま
つ
り
を
地
域
住
民
で

協
力
し
て
維
持
で
き
ま
し
た
。

北
条
は
古
代
か
ら
人
が
住
み
、

災
害
が
少
な
く
、
穏
や
か
で
大

変
住
み
や
す
い
地
域
。
風
早
レ

ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想
を
中
心
に
地

域
活
性
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

島
び
と
の
足
、
町
営
汽
船
を

民
営
化
し
、
航
路
維
持
の
た
め

奔
走
し
た
日
々
を
思
い
出
し
ま

す
。
豊
か
な
自
然
で
伸
び
伸
び

暮
ら
せ
る
の
が
地
域
の
魅
力
。

島
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
は

地
域
活
性
化
の
光
。
彼
ら
と
昔

か
ら
住
む
人
が
さ
ら
に
連
携
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

地域の声
（市町村合併にかかる市民意識調査から）

愛媛マラソン

トップセールス
をする野志市長 カラマンダリンの園地

地引き網体験

島しょ部の足、中島汽船

　平成17年１月１日に当時の松山市と北条市、温泉郡中島町が
合併し、新松山市が誕生、今年でちょうど10年を迎えます。新
市の一体的なまちづくりを進める中で、北条・中島両地域では
個性あふれる豊かな資源を生かし、地域住民が主体となってさ
まざまな地域活性化の取り組みが進められています。

新市一体で活性化新市一体で活性化

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
948
６
８
８

９・
934
１
２
８
７
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、農
林
水

産
課
☎
948
６
５
６
５・
934
１

８
０
８
へ

風早楽市（北条）

野球場完成イメージ

高縄山

松山城

地域の声
（市町村合併にかかる市民意識調査から）

安居島

野忽那島

鹿島睦月島
中島

二神島

釣島

興居島

怒和島津和地島
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